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埼 玉 県 に お け るSexuallyTransmittedDiseases

(STD)実 態 調 査
一 尿 道 炎 症 例 を 中 心 に 一
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EPIDEMIOLOGICAL STUDY ON SEXUALLY TRANSMITTED 

       DISEASES IN SAITAMA PREFECTURE 

         —MAINLY STUDY OF MALE URETHRITIS—

Yutaka Uchijima, Ken-Ichiro Yoshida and Hiroshi Saitoh

From the Department of Urology, Saitama Medical Center, Saitama Medical School

   Epidemiological studies on sexually transmitted diseases (STDs) in Saitama Prefecture, from 
1989 through 1991, were performed and  the following results were obtained. 

   The number of patients was 1,833  (male  : 1,532,  female  : 30) cases in  1989, 1,294  (male  : 1,163, 
female: 131) cases in 1990, and 1,672 (male: 1,478, femle: 149)  cases in 1991. 

   Male patients in their twenties or thirties were often affected by STDs. 
   The order of frequency of STDs was roughly as  follows  ; non-gonococcal and non-chlamydial 

urethritis, gonococcal urethritis, chlamydial rethritis, condyloma acuminatum, genital herpeic 
infection and syphilis. 

   Concerning the criteria of the diagnosis on chlamydial urethritis, cases diagnosed by only clinical 
findings decreased markedly from 1989 through 1991, cases diagnosed by the combination of the 
antibody of C. trachomatis and clinical findings increased, and cases diagnosed by the detection of 
C.  trachomatis were always about 70%. 

   Male patients were mostly infected from prostitutes. Many patients with STDs were often 
infected in Taiwan, the Philippines, the Kingdom of Thailand and Rebublic of Korea. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 39: 541-548, 1993) 
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緒 言

STDはsexuallytransmitteddiseasesの 略 で あ

り,性 交 為 感 染症 と も呼 ば れ る.STDの 定 義 を性 交

または 類 似 の 性 行 為 に よ り 感 染す る もの と定義 す る

と,STDと して 梅 毒,淋 菌 感 染症,軟 性 下 瘡,陰 部

ヘ ルペ ス,尖 形 コ ソジ ロー ム,陰 部 伝 染 性 軟 属腫,鼠

径 リ ンパ 肉芽腫,非 淋 菌 性 尿 道 炎,外 陰 ・膣 カ ンジ ダ

症,膣 トリコモ ナ ス症,済 癬 お よび毛 じらみ の疾 患 を

示 すが,欧 米 で の ホ モ セ クシ ャル に よる も の も顧 慮す

る と,鼠 径 肉芽 腫,A型 ・B型 ウ イル ス性 肝 炎,サ イ

トメガ ロウ イル ス感 染 症,伝 染性 単 核 症,AIDS,ア

メーバ 赤 痢 も含 まれ て くる1).STDの 実 態 につ い て

は 各県 にSTD定 点 サ ー ベ イ ラ ソス が 設 置 され,定

点あたりの頻度から,STDの 動向を判断するように

なってお り,厚 生省保険医療局結核 ・感染症対策室よ

り毎年感染症サーベイラソス事業年報(以 下事業年報

と記載する)が 刊行され2),埼 玉県でも埼玉県感染症

サーベイランスが報告されている3).し か し,事 業年

報で性感染症として取 り上げられている疾患は淋病様

疾患(淋 菌感染症),陰 部 クラミジア感染症,陰 部ヘル

ペス,尖 形コンジロームおよび トリコモナス症のみで

あ り,STDの 全体像を把握するには不十分である.

まして梅毒がSTDの 指定疾患 では なく届け出伝染

病になっているのも奇異である4).各 県の定点サーベ

イランスだけではSTDの 実態を把握す る こ とは困

難で,札 幌,福 岡あるいは佐賀では泌尿器科医が中心

にな り,STD研 究会が発足され,興 味ある報告がさ
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れている5).今 回,わ れわれは埼玉県内のSTDの 現

状を把握する目的で埼玉県医師会泌尿器科医会のご協

力のもとにSTD診 療科定点 サーベイ ランス施設 を

含めて埼玉泌尿器科STD研 究会 を発足 させ,同 時

に1989年(平 成元年度)4月 よ り1992年(平 成3年

度)3月 までの3年 間における県内のSTDの 実態に

ついて,参 加施設へのアンケート調査を行い,各 施設

でのSTDの 診断基準,疾 患別頻度,年 齢別お よび

性別頻度,あ るいは感染源などについて検討 し,興 味

ある結果をえたのでここに報告するとともに若干の考

察を加えた.

対象および方法

STD定 点サーベイラソス関係15施 設および泌尿器

科を中心 とするSTD非 定点施設36施 設 の計51施 設

に対してTableIVこ 示す調査票を送付し,回 収され

Table1.Thequest三 〇nnaireofSTDs.

NO 月 年齢 性

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

疾 患 番 号(そ の 他)

1,2,3-0,3-1β 一2

1:1{
9
ヨ,4,5,6,7,8-O,8-1,,8-3(

1,2,3-0,3-1,3-2

1:1[
9

3
,4,5,6,7,8-0,8一 五,

,8-3(

1.2,3-0,3-1β 一2

1=鍛
9
ヨ,4,5,6,7,8-0,8-1,.8-3(

1,2,3-O,3-1,3-2

翻
9
ヨ,4,5,6,7,8-0,8-1,,8-3(

1,2.3-0,3-1,3-2

1:鍛
9

3,4,5,6.7,8-O,8-1,,8-3(

1,2,3-0,3-1.3-2
3-3(
8-2(
9
き,4,5,6,7,8-0,8-1,,8-3(

1,2,3-0,3-1,3-2

劉
9

ヨ,4,5,6.7,8-O,8-1,,8-3(

1,2,3-0,3-1,3-2

翻
9

3,4,5,6,7,8-0,8-1,,8-3(

1。2,3-0,3-1,3-2

3-3(

8-2(

9

ヨ,4,5,6,7,8-0,8-1,,8-3(

1,2,3-0,3一 玉,3-2

3-3(

8-2(

9

き,4,5.6,7,8-0,8-1,,8-3(

診断根拠

1,2,3

1,2,3

1,2,3

1,2,3

1,2.3

1,2,3

1,2,3

1,2,3

1,2,3

1,2,3

感 染 源

1,2,3,4(
5,6,7

)

1,2,3,4(
5,6,7

)

1,2,3.4(
5,6,7

)

1,2,3,4(
5,6,7

)

1.293,4(
5,6,7

)

1,2,3,4(
5,6,7

)

1,2β,4(

5,6,7

)

1,2,3,4(
5,6,7

)

1,2,3.4(
5.6,7

)

1,2β,4(

5,6,7

)

再発

有

無

有

無

有

盛

有

無

有

無

有

盛

有

無

有

無

有

無

有

無

備 考

1.

注1.そ の月に受診 した新患を記入,治 療中の再来患者は除外

2.2回 以降の感染でも,前 回と直接関係なければ新患

3.再 発:一 旦治癒 した後,感 染機会なく発症 した場合

4,尿 道炎に腕炎は含まれない

皿.診 断の根拠

11臨 床所見

2:原 因微生物検 出

(細菌,ク ラ ミジア ・

3:血 清抗体

ウ ィル ス,原 虫)

皿.感 染源

1:〈 ソープラン ド〉特殊浴場

2:〈 ホ ス テ ス〉

3

4

5

6

7

〈素 人〉

〈外 国〉

〈配偶者〉

芸 者,コ ー ル ガ ー ル,売 春 婦,

ス トリー トガ ー ル,ク ラ ブ ホ ス テ ス

友 達,casualfrieBd(ゆ きず り)

(地 名,ま た は外 国 人 名 を記 入)

妻,夫,同 棲 者(cohabitant)

〈感染機 会な し〉(配 偶者以外 と関係 な し)

〈不 明〉
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Fig.1.Chronologicalchangesofmonthly量ncidenceofSTDs.

た調査用紙を集計のうえ,解 析 ・検討 した.ア ソケー

ト協力施設 は埼玉県STD定 点 サーベイラソス施設

23施設中15施 設.(65.2%)と,埼 玉県下の泌尿器科を

ほぼ網羅したSTD非 定点施設36施 設で ある.51施

設中埼玉県立ガンセ ンターでは3年 間に1例 も該当す

る症例の報告はなかった.

対象とした疾患は ホモセクシャルに よるSTDと

考えられる疾患を除き,事 業年報での疾患に加えて,

梅毒,済 癬,毛 じらみを加えた.ま た,今 回は埼玉県

のSTD定 点サーベイラソス施設を含んではいるが,

泌尿器科を中心にアンケー ト調査を施行 したためクラ

ミジア性精巣上体炎あるいはクラミジア性前立腺炎と

診断された症例も対象症例とした.

調査票の項目内容は各該当年の受診月に新患 として

受診 し,STDと 診断された各症例につき,年 齢,性,

疾患番号(1:梅 毒2:淋 病,3-0:非 淋菌性尿道

炎で原因微生物の特定 され ない もの,3-1・ クラミジ

ア性尿道炎,3-2:細 菌性尿道炎,3-3:そ の他の尿道

炎,4:陰 部ヘルペス,5:尖 形 コンジローム,6

痔癬,7:毛 じ らみ,8-0:STD膣 炎(原 因微生物

の特定されないもの,8-1ク ラミジア性膣炎,8-2:

細菌性腔炎,8-3:そ の 他の腔炎,9.上 記 の1か ら

8ま でに該当しな くてSTDに よ る と考え られた疾

患:軟 性下瘡,陰 部伝染性軟属踵,鼠 径 リソバ肉芽腫,

クラミジア性精巣上体炎およびクラミジア性前立腺炎

などが,こ こに記述 され る),診 断の根拠(1:臨 床

所見,2=原 因微生物の検出,3・ 血清抗体),感 染

源(1=〈 ソープラン ド〉特殊浴場,21〈 ホステ

ス〉芸者,コ ールガール,売 春婦,ス トリートガー

ル,ク ラブホス テス,3〈 素人〉友達,casualfri-

end(ゆ きず り),4:〈 外国〉地名または外国人名

を記入,5=〈 配 偶者〉 妻,夫,同 棲者(cohabi-

tant),6:〈 感染機会な し〉,7:〈 不 明〉),再 発

の有無についての各項 目につきアンケート調査を施行

した.疾 患番号,診 断根拠および感染源の項 目につい

ては複数の選択も可 とした.感 染源については性産業

従事者の中でも代表的な特殊浴場,い わゆるソープラ

ソ ドをその他の性産業従事者から分けて分類 し,お の

おのく ソープラソド〉およびくホステス〉の名前で代

表させた.ま たcasualfriendを 含 めて 「異性 の友

人」としてく素人〉の項 目を設定し,〈 配偶者〉の項

目には妻,夫 あるいは同棲者がSTDと 診断され,患

者もく配偶者〉以外には感染機会がない場合を該当さ

せ,〈 感染機会なし〉の項 目には患者力い憾 染する機

会がなかった"と 述べた場合を あて,〈 不明〉は感染

源についての記載がない場合を該当させた.

結 果

1989年 度 の 症 例 数 は1,833例 で 男 性1,532例(83.6

%),女 性301例(16.4%)で あ り,1990年 度 の症 例 数

は1,294例 で男 性1,163例(89.9%),女 性131例(10.1

1・歳代 _li∫ 臨

20歳 代 ._謬ilii翔

30歳 代 1羅ll

・・歳代
_　 {i;撚

50歳 代

60歳 以上

1・§iiii

iii襯

%1989年*%

[=コ1990年**症 例数

醗 麹1991年

%
2550

Fig.2.Chronologicalchangesofagedistribu・

tionofSTDs.
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Table2・Thecriteriaofthediagnosisonchlamydialurethritis・

診断基準
監年度 2 3 1,21,32,3且,2,3計

1989
56239
(15.8)t(67.5) (ll、)("。)(li,)(デ ㌔(L41)354'

1990
(19,)(鵜)(,ll,)(1㌔)(,㍉(。 島)(。 島)256舛

1991
13176443734915328

(4.0)(53.7)(藍3.4)(ll.3)(且0.4)(2.7)(4.6)

*診 断基準 に記載の ない1例 を除 く

脚 診 断基準 に記載の ない2例 を除 く

↑%

Table3.Causativebacteriaofmaleurethritis.

198919901991

グ ラ ム陽 性 菌

StaPhiloceccatf

StrePto`OCCZtS

Enterococcus

卵

側re趾as

epidermidtS

5ψrψ妙'icus

吻

α一

σ9σ`actlae

ora'む@戯 螂)

Mogenes

吻

faecaltS

σpc

σoワnebacten'umψ ρ

加``o伽 〃1∬ 卿

(小 計

152012

948

403125

9132

9149

14}215

275

110

121

222

443

500

12196

010

12313088)

グ ラ ム 陰性 菌

NetSseria

Acゴ麗の6砺'67

Eschen'hia

∬飢伽 ψゐ'伽

κ',δ認〃α

PrevoteUa

ProtettS

Pseudomonas

(小 計

吻

sic`a

吻

60``

ψρ

fψ 朔 ζα

卿 αψ 曜 α

ox■to`4

ρπ伽 如π伽

d診n'だω`4

mira占記'f5

び吻 繍

脚

傷川8細54

μ耐 α

0

0

1

11

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

14

1

1

3

5

1

5

2

l

l

l

且

1

1

1

1

26

0

0

3

9

1

玉

0

0

0

0

1

0

1

0

1

17)

トリコモナス 15 7 2

総 計 152163107

%)で あ り,1991年 度 の 症 例 数 は1,627例 で 男 性1,478

例(88.4%),女 性149例(IL6%)で あ った.女 性 症

例 につ い て は2,3の 施 設 か らの報 告 例 が 半 数 以 上 を

しめ,STD非 定 点 施 設36施 設 の 大 部分 が 泌 尿 器科 で

あ る こ とか ら,調 査 書 の 検討 は以 後,男 性 例 に つ い て

の み 行 うこ とに した,

STDの 月 別 症例 数:1989年 度 の 月 別 症 例数 で は最

高 が8月 の 】61例(10.5%)で,最 低 がlI月 の87例

(5.7%)で,11月 と12月 が 他 の月 に 比 較 して症 例 数 が

少 なか った.1990年 度 の月 別 症 例 数 で は 最 高がlI月 の

Il4例(9.8%)で,最 低 が4月 の80例(6.9%)で あ

り,9月 か ら1月 ま で のほ うが 他 の 月 よ り症 例 数 が 多

か った.1991年 度 の 月 別症 例数 で は 最 高 が6月 の155

例(10.5%)で,最 低 が2月 の82例(5.5%)で あ っ

た(Flg.1)。

STDの 年 齢 別 症 例 数:1989年 度 の年 齢 別 症 例 数 で

は20歳 代 が 最 も 多 く,610例(39.8%)で あ り,つ い

で30歳 代 の463例(30.2%),40歳 代 の272例(17.8%),

lOdi代 の93例(6.1%),50歳 代 の74例(4.8%),60歳

以 上 の20例(1.3%)の 頻 度 で あ った.こ の傾 向は1990

年 度 お よび1991年 度 に お い て も変 化 な く,い ず れ も20

歳 代 が 最 も多 く,1990年 度 で は512例(44.3%),1991

年 度 で は629例(42.6%)と 各 年 度 の 症 例 数 の ほ ぼ 半

数 を 占め,つ い で 両 年 度 と も30歳 代,40歳 代,10歳

代,50歳 代,60歳 以 上 の順 で あ った(Fig.2).

STDの 疾 患 別 症 例 数=調 査 票 の 中 で ク ラ ミジ ア性

尿道 炎 と して1989年 は355例,1990年 は258例,そ して

1991年 は328例 報 告 され てい るが,各 症 例 の診 断 基 準

につ い て 検 討 す る とTable2に 示 す よ うに1989年 度

では 臨床 所 見 の み か らが56例(15,8%),原 因 微 生

物 検 出 のみ が239例(67.5%),血 清抗 体 の み が!5例

(Zl%)で あ り,原 因 微生 物 検 出を 含 め た 診断 根 拠 に

よる も のは272例(76.3%)で あ った.1990年 度 で は

臨 床 所 見 の み か らが20例(7.8%),原 因 微 生物 検 出の

みが196例(76.6劣),血 清 抗 体 の み が28例(10,9%)

で あ り,原 因 微 生物 検 出を 含め た 診 断根 拠 に よ る もの

は200例(79.7%)で あ った.1991年 度 では 臨 床 所 見

のみ か らが13例(4.O%),原 因 微 生 物検 出 の み が176

例(53・7%)・ 血 清抗 体 の み が44例(13.4%)で あ り,
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クラミジア性尿道炎

非淋菌性クラミジア性
職

陰部ヘルペス

尖形コンジローム

済 癬

毛じらみ

その他

41'(6弔)"

3.3〔40)

1.9〔29)

17.3(112}
16.G(200}
15,1(231)

24.4(383)

25.9(312}

26,9(40ア}

39,ア(624

450(543
44,9(680

・.6(ア6〕

2.6(3P

3.s(s8)

アコ　　ゆ

1:i[IB

1.1(16}

0.2(3}

o,3(4)

0.5〔8}

o,9〔ll)

0.5(81

0.3(12)

0.2{2)

o.7〔Io)

ZZlgS9年(1571例)†

口1990年(1206例)† †

匿羅』1991年(T514例)† ††

†複数のSTDに 罹患した39例を含む

††複製のSTDに 楕患した43例を含む

†††複数のSTDに 罹患した41例を含む(1Ptttza;,MNG9遭NSよ びkNヘルベスを合併)
*%

**症 例数

Fig.3.ChronologicalchangesofthctypeofSTDs.

原 因微 生 物 検 出 を 含 めた 診 断 根拠 に よる も のは237例

(72.3%)で あ っ た.こ の3年 間 で は 臨 床 所 見 か らの

み を クラ ミジア性 尿 道 炎 の 診 断根 拠 にす る場合 が 激 減

す る とと もに,微 生 物 の検 出 を認 め な くて も,血 清 抗

体 と臨 床 所見 か ら診 断 す る場 合 が 明 らか な 増 加 を示 し

て いた 。

しか し,後 述 の考 察 で も触 れ るが,調 査 票 の 中 で ク

ラ ミジ ア性 尿道 炎 と して 報 告 され た症 例 の中 で もChla-

mvdiatrachomatis(以 下C.trachomatisと 略 す)が 検

出 され た 症例 のみ(1989年 は272例,1990年 は200例,

1991年 は237例)を クラ ミジア性 尿道 炎 と し てあ つ か

い,そ れ 以外 の症 例 は疾 患 番 号3-0,3-2お よび3-3に

該 当 す る症例 と と もに非 淋 菌 性 非 ク ラ ミジ ア性 尿 道 炎

と して 分類 した.

非 淋 菌性 非 クラ ミジア性 尿 道 炎 症 例 中病 原 微 生 物 と

して 報 告 され て い る もの は,1989年 度 で は グ ラ ム陽 性

菌 は123株,グ ラ ム陰性 菌 は14株,そ し て トリコモ ナ

スが15例 であ り,1990年 度 で は グ ラ ム陽性 菌 は130株,

グラ ム陰性 菌 は26株,そ して トリコモ ナ スが7例 で あ

り,1991年 度 で は グ ラム陽 性 菌 は88株,グ ラム陰 性 菌

は17株,そ して ト リコモ ナ スが15例 で あ った.グ ラ ム

陽 性 菌 の 中 で もStaPh"tocoecusepidermidis(以 下S.

ePidermidisと 略 す)が1989年 度 で は32.5%,1ggO年 度

で は23.8%,1991年 度 では28.4%と 各 年 度 で最 も多 く

報告 され て い る(Table3).

1989年 度 の疾 患 別 症 例 数 で は非 淋 菌 性 非 ク ラ ミジ ァ

性 尿 道 炎 が最 も多 く,624例(39.7%)で,つ い で 淋菌

性 尿 道 炎 の383例(24.4%),ク ラ ミジ ア性 尿 道 炎 の

272例(17.3%),尖 形 コ ンジ ロ ー ムのll6例(7.4%),

陰 部 ヘ ル ペ ス の76例(4.8%),梅 毒の64例(4.1%)

の順 で あ った.こ の 順序 は1990年 度 お よび1991年 度 に

おい て も変 化 な く,い ず れ も非 淋 菌 性非 クラ ミジア性

尿 道 炎 が最 も多 く,つ い で淋 菌 性 尿 道炎,ク ラ ミジア

性 尿 道 炎,陰 部 ヘ ル ペ ス,尖 形 コ ン ジ ロー ム,梅 毒 の

順 で あ った.療 癬 お よび毛 じらみ は1989年 に 養護 施 設

で 集 団 発生 した7例 を除 け ば,い ず れ も10例 前 後 の症

例 数 を示 した(Fig.3).

STDの 複 合 感染 症 例 は1989年 度 が39例,1990年 度

が43例,1991年 度 が41例 で あ った,各 年 度 と も淋 菌 性

尿道 炎 と クラ ミジ ア性 尿 道 炎 あ る いは 淋 菌 性 尿道 炎 と

そ の他 の尿 道 炎 との合 併 例 が 最 も多 く,つ い で クラ ミ

ジア性 尿 道 炎 と そ の 他 の 尿道 炎 と の 合 併 例 が多 か っ

た.1991年 度 で は1例 で あ るが梅 毒,淋 菌 性 尿道 炎 お

よび陰 部 ヘ ル ペ ス の合 併 例 を 認 め た.

STDの 感 染 源別 症 例 数'1989年 度 の感 染 源 別症 例

数 で は ソー プ ラ ン ドが 最 も多 く,342例(23.4%)で あ

り,つ いで ホ ス テ ス の310例(21.2%o),感 染 源 が不 明

の304例(20.8%),素 人 の303例(20.7%)で あ った.

1990年 度 の 感 染 源別 症 例 数 で は ソー プ ラ ン ドと素人 が

最 も多 く,お の お の253例(23,5劣)で あ り,つ い で

ホ ス テ ス の225例(20,9%),感 染 源 が 不 明 の193例

(17.9%)で あ った.1991年 度 の 感 染 源別 症 例 数 で は
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ソープラン ド

ホステス

素 人

外 国

配偶者

感染機会なし

不 明

989年(1463例 〉?

990年(1076例)"

年(1411例)m
噛瓢

紳 症例数

%

† 感染源が不明の69例 を除く

†† 感染源が不明の87例 を除く

†††感染源が不明の67例 を除く

Fig。4.Chronologicalchangesoftheinfected

sources.

ソー プ ラ ン ドが 最 も多 く,330例(23.4%)で あ り,つ

い で ホ ス テス の326例(23.1%),素 人 の321例(22.7

%),感 染 源 が不 明 の271例(19.2%)で あ り,各 年 度

とも ソー プ ラ ン ド,ホ ステ ス お よび 素 人 の三 者 で 感 染

源症 例 の約70%を 示 した(Fig.4).

STDの 疾 患 別 感 染 源 別症 例 数:疾 患 別 につ い て 感

染 源 を 検 討す る と梅 毒,淋 菌 性 尿 道 炎,ク ラ ミジア性

尿 道 炎 お よび非 淋菌 性 非 ク ラ ミジ ア性 尿道 炎 に つ い て

感 染 源 の 傾 向 は全 体 と して の傾 向 と同 じで ソー プ ラ ン

ド,ホ ステ ス お よび 素 人 が主 要 な 感 染源 で あ った.陰

部 ヘル ペ ス で は感 染 源 が 不 明 の症 例 数 は1989年 度 で は

33例(44.6%),1990年 度 で はll例(35.5%),1991年

度 が24例(41.4%)で あ り,尖 形 コ ソ ジ ロー ムで は感

染 源 が不 明 の症 例 数 は1989年 度 で は70例(65.4%),

1990年 度 で は28例(43.8%),1991年 度 で は42例(56.0

%)で あ った(Fig・5)・

感 染 源 と し て の 国 別 疾患 別 症 例 数:各 年 度 と も台

湾,フ ィ リ ピソ,タ イ お よび 韓 国 が 上 位4力 国 を し

め,4力 国 で70%以 上 の頻 度 を示 した.

考 察

アンケート調査では3年 間とも疾患としては尿道炎

が最も多く,な かでも非淋菌性非 クラミジア性尿道炎

が多い傾向を示した.1989年 の事業年報2)で も性感染

症の中で最も多いのは,淋 病様疾患で,つ いで陰部ク

ラミジア感染症,ト リコモナス症,陰 部ヘルペス,尖

形コンジロームの順であると報告している.感 染症サ

ーベイランスでは淋菌性,ク ラミジア性あるいは トリ

コモナス性尿道炎以外の尿道炎の統計をとっていない

ので非淋菌性尿道炎の全国的な頻度については不明で

あるが,鷺 山6)は 非 淋菌性尿道炎は1966年 よ り淋菌性

尿道炎の数を追越し,増 加の一途をたどったが,1989

年を ピークにその後減少に向かった.し か し1989年 よ

りふたたび増加傾向を示していると述ぺ,非 淋菌性尿

道炎症例の原因微生物についてもその約30%に クラミ

ジアが検出されるだけで,残 りの症例ではマイコプラ

ズマや細菌が検出されたものの原因微生物かどうかの

診断は難しいと述べている.

1989年 度の埼玉県感染症サーベイランス報告3)では

陰部 クラミジア感染症が最も多く,つ いで トリコモナ

ス症,淋 病様疾患の順であ り,本アンケー ト調査と比較

すると本アンケー ト調査では女性例の大部分が膣カン

ジダ症であることとは 対照的であった.ま た岡村ら7)

は昭和49年 よ り10年 間 の皮膚科外来 でのSTDの 統
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計 では,療 癬 が最 も多 く,全 症 例 の約 半数 を 占め,つ

で梅 毒,陰 部 ヘ ルペ ス,尖 形 コ ンジ ロ ー ム,毛 じらみ

の順 で あ った と報 告 して い る.笠 井8)は 産 婦 人科 領域

で のSTDと して は膣 ・外 陰 カ ン ジダ症 が 症 例 の 半

数以 上 を 占 め,つ い で ト リコモ ナ ス症,淋 病,非 淋 菌

性尿 道 炎,尖 形 コ ソジ ロ ー一ム,梅 毒 の順 で あ った と報

告 して い る.こ の よ うに 本 ア ンヶ 一 ト調 査 と事 業 年 報

あ るい は 各科 で の発 表 との 差異 につ い て,ひ とつ に は

ア ンケ ー ト対 象 施 設 が,定 点 サ ー ベ イ ラ ンス施 設 を 含

ん でい る もの の,泌 尿 器科 が 中心 で あ る こ とが 挙 げ ら

れ,今 後皮 膚 科 あ るい は 婦 人科 と密 接 な 連携 が 重 要 で

あ る こ とが示 唆 され た.

淋 菌 性 尿道 炎 に つ い て は事 業年 報2)で は 全体 的 に 減

少傾 向 に あ る と報 告 し,岡 崎 ら9)も1984年 まで は 急激

な増 加 を 示 し た が,1985年 よ り急激 な減 少 を 示 し,

1987年 以降 は 横 這 い 状 態 に あ る と述 べ,こ の減 少 の 原

因 と して1985年2月 に 施行 され た 新 風 俗営 業 法 お よび

1987年1月 のAIDSシ コ ックが影 響 して い る と指 摘

して い る.さ らに 淋 菌性 尿 道 炎 は1990年 度 よ りは わず

か に前 年 よ りも増 加 して い る と述 べ,本 ア ンケ ー ト調

査 で も漸 増 を 示 して い る こ とか ら,今 後 の経 過 観 察 が

重要 で あ る と考 え られ る.ま た淋 菌 で は β・lactamase

産 生 淋 菌(PPNG)の 分 離 頻 度 と 栄 養要 求 型 に つ

い て の検 討 も行 わ れ,ア ジ ア型PPNGと ア フ リカ型

PPNGの 検 出 頻 度 が 国 内 あ るい は 国外 で の 感 染 に よ

り異 な る こ とが指 摘 され9),特 殊 浴 場 接 客 婦 か らの感

染例 にPPNG罹 患 例 が 多 い こ とか ら10),淋 菌 の栄 養

型 に加 え てPPNGの 頻 度 お よび ア ジ ア型 あ る い は ア

フ リカ型 か の調 査 も今 後 の 重 要 な検 討 課 題 と考 え られ

た11).

非 淋 菌性 尿 道 炎 の 原 因 微生 物 と して(7.trachomatis,

Ureaptasmaureal]ticum(以 下U.urealyticumと 略

す),Candidaalbicans(以 下C.atbicansと 略 す),

Tricho〃zonasひ α卓ηα傭 やHerPessimPlexvirusな どが

挙げ られ て お り,C.traehomatisとU.urealyticumの

両 老 は欧 米で の 非 淋菌 性 尿 道 炎 の主 た る原 因 とされ て

い る12).

C.trachomatisに よる尿 道 炎 の 診 断 に はC.tracho・

matisの 同定 あ るい は(Xtrachomatisの 抗 原 の確 認 が

必須 で あ り,抗(7.trachomatisIgM抗 体,抗C.tracho-

matisIgG抗 体 あ る いは 抗C.trachomatisIgA抗 体

の 測定 のみ で は現 行 感 染 か ど うか の判 定 は 困 難 で あ る

こ とが 指 摘 され て い る且3).し か し,本 ア ン ヶ 一一ト調 査

で はC.trachomatisの 検 出が な くて も血清 抗 体 と臨床

所見 か らの診 断h:1991年 度 で は23.8%も 認 め られ,今

後 の検 討 課 題 と いえ る.
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非淋菌性尿道炎の起炎菌として報告された微生物で

はグラム陽性菌,と くにS.epidermidisが3年 間とも

30%前 後の検出頻度を示 している,S.epidermidisで

もSlime産 生株14)は病原性があると報告されている

が15),一 般的には尿道炎の起炎菌 と考えに くいとされ

ている.明 らかな原因微生物となるのは,ト リコモナ

ス,StaPdylcoccussaProPhPttiCUS,StrePtococcusagatac彦iae

であ り,ほ かはほとんどが尿道常在菌であ り,病 原性

は少ないと考えられる4),σ.urealyticumの 同 定には

分離培養法以外にELISA法 が検討 され ているが,

種 々の問題が提起されてお り12),高見澤ら16)は尿路で

のU.urealyticumの 病原性に否定的 な見解を述べて

いる.ま たHerpess五mplexv三rusの 証 明も蛍光抗

体法が提起されているが,検 索での困難性が指摘され

ている12).

木村皿7)は感染症サーベイラソスの1990年 度 の概況の

中で,陰 部クラミジア症はサーベイランス開始以来,

年 々増加を続けており,淋 病様疾患は減少傾向が続い

ていたが1990年 度は増加したと報告 している.本 アン

ケート調査ではクラミジア性尿道炎では特に症例の頻

度の変化は認められなかった.事 業年報2)に よるとク

ラミジア感染症は男女とも20歳代が最も多く,つ いで

30歳 代,40歳 代あるいは10歳 代の順であ り,本 アソケ

ート調査と同じ傾向であった.淋 菌性尿道炎症例の年

齢分布で事業年報および本アンケート調査結果とは同

じで,20歳 代が最も多 く,つ いで30歳 代,40歳 代ある

いは10歳 代の順であ り,性 活動が盛んな年代において

尿道炎が多いことが示されている9>.

尿道炎の感染源については20歳 未満の症例では,女

友達などか ら感染する機会が多いが,年 齢が進むにつ

れソープラソドやホステスなどの性産業従事者か らの

感染が多くな り,西 村ら10)も淋菌感染症において同じ

傾向であることを報告 し,こ れは経済的な理由が考え

られると述ぺている.岡 崎ら9)は淋菌性尿道炎および

非淋菌性尿道炎の症例 で国外の感染例はIl6例 であ

り,そ の内の112例 が東南アジアで,最 も多いのがフ

fリ ピソ,つ いで台湾,韓 国,タ イの順であった と報

告し,本 アソケー ト調査では年度により頻度順は異な

るが,上 位4力 国は同じであった.

笠井8)はSTDの 伝播経路について特殊浴場の女性

および現在わが国には存在しないはずの売春婦が感染

源であ り,「異性の友人」(ア ンケー ト調査では素人)

と総称されるグループの存在が無視できなくなってい

ると述べ,STDの キャリアーとして特殊浴場の女性

が梅毒,0.L.や 学生では淋病,非 淋菌性尿道炎,カ ソ

ジダ症や トリコモナス症を伝播する可能性が高いこと
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を明らかにし,木 村18)はソープラソド嬢の梅毒血清反

応の陽性率は憂慮すべき状態にあることを指摘 してい

る.

結 語

埼玉県内のSTDの 現状 を把握する目的で埼玉県

医師会泌尿器科医会のご協力のも とにSTD診 療科

定点サーベイラソス施設を含めて埼玉泌尿器科STD

研究会を発足させ,同 時に1989年4月 より1992年3月

までの3年 間における県内のSTDの 実態につ いて,

参加施設へのアンヶ一ト調査を行い,疾 患別頻度,年

齢別および性別頻度,あ るいは感染源などについて尿

道炎症例を中心に検討した.

稿 を終 わるにあた りア ンケー ト調査 に御協 力いた だい た各

病院 の諸先生 に深謝 します.

本論文 の要 旨の一部は,第57回 日本泌尿器科学会東部総会

において発表 した.
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